
提
　
言

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
の
復
興
を
期

す
る
世
界
は
、
デ
ジ
タ
ル
と
グ
リ
ー
ン
を
復
興
の
軸

に
据
え
る
べ
く
、
取
り
組
み
を
加
速
し
て
い
る
。
我

が
国
に
お
い
て
も
、
菅
政
権
は
こ
の
２
つ
を
柱
に
経

済
対
策
を
講
じ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
社
会
を

築
い
て
い
く
方
針
を
掲
げ
た
。
特
に
グ
リ
ー
ン
社
会

の
実
現
を
巡
っ
て
は
、
２
０
２
０
年
10
月
に
「
２
０

５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
目
指
す
と
宣

言
し
、
中
長
期
の
気
候
変
動
対
策
を
通
じ
、
大
き
な

経
済
成
長
を
目
指
し
て
い
る
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
は
、

産
業
、
運
輸
、
民
生
の
全
部
門
で
、
新
た
な
技
術
の

開
発
・
普
及
と
行
動
変
容
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
重
要
と
な
る
の
が
、
我
が
国
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
の
約
４
割
を
占
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
部
門
、
と
り
わ
け
電
力
に
お
け
る
対
策
で
あ
る
。

　

経
団
連
は
、
２
０
１
９
年
４
月
に
提
言
「
日
本
を

支
え
る
電
力
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
す
る
」
を
取
り
ま

と
め
、
日
本
の
電
力
が
「
４
つ
の
危
機
（
注
１
）」
に
直
面
し

て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
打
開
の
た
め
に
電
力
投

資
を
活
性
化
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

２
０
２
０
年
６
月
に
成
立
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
強

靭
化
法
に
は
、
同
提
言
で
要
望
し
た
内
容
が
多
く
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
現
時
点
で
十
分
に
手
当
て
さ
れ
て
い
な
い

点
も
浮
き
彫
り
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
前
提
と
な

る
脱
炭
素
電
力
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
は
、
野
心
的
な

目
標
に
加
え
て
、
現
実
に
投
資
が
行
わ
れ
、
イ
ン
フ

ラ
の
転
換
が
起
こ
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
電
力
投

資
の
活
性
化
を
促
す
事
業
環
境
整
備
の
重
要
性
は
、

２
年
前
よ
り
も
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
。

（注１）４つの危機：①高止まりする化石燃料依存度、②再エネ拡大に
不十分な送配電網整備、③停滞する原子力発電所の再稼働、④諸外国
に比して割高な電気料金

会
長

中なかに
し西
宏ひろあ

き明

S
ociety 5

.0
 w

ith
 C

arb
on

 N
eu

tral

実
現
に

向
け
た
電
力
政
策

─
電
力
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
に
関
す
る
第
二
次
提
言

　

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、２
０
２
１
年
３
月
、２
０

１
９
年
に
続
く
電
力
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
第
二
次
提

言
と
し
て
、「Society 5.0 w

ith Carbon N
eutral

実
現
に
向
け
た
電
力
政
策
」
を
取
り
ま
と
め
た
。

電
力
シ
ス
テ
ム
の
将
来
像

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に

は
、
①
一
定
の
出
力
を
保
つ
長
期
固
定
電
源（
原
子

力
・
水
力
等
）②
需
給
に
応
じ
て
出
力
を
調
整
出
来

る
負
荷
追
従
電
源（
水
素
火
力
等
）③
変
動
性
電
源

（
太
陽
光
・
風
力
）④
蓄
電
に
よ
っ
て
需
給
を
バ
ラ
ン

ス
さ
せ
る
蓄
電
池
・
揚
水
─
の
４
種
の
脱
炭
素
リ

ソ
ー
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

将
来
の
最
適
な
組
み
合
わ
せ
は
技
術
動
向
に
左
右
さ

れ
る
た
め
、
不
確
実
性
を
踏
ま
え
た
複
線
シ
ナ
リ
オ

で
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
同
時
に
、
再
生
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（注２）FIP制度：Feed-in Premium。市場価格にプレミアムを上乗せする電源支援制度

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
需
要
地
へ
送
る
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
や
、
屋
根
置
き
太
陽
光
や
Ｅ
Ｖ
と
い
っ

た
分
散
型
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
す
る
た
め
の
ロ
ー
カ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
次
世
代
化
も
欠
か
せ
な
い
。

　

ま
た
、
電
力
は
、
現
時
点
で
相
対
的
に
脱
炭
素
化

へ
の
道
筋
が
確
立
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
全
体
の
脱
炭
素
化
を
見
据
え
れ
ば
、

電
化
の
推
進
も
重
要
な
要
素
と
い
え
る
。
水
素
製
造

　

電
源
新
設
の
停
滞
は
、
先
行
し
て
自
由
化
を
行
っ

た
諸
外
国
も
直
面
し
、
未
だ
に
完
全
な
解
を
得
ら
れ

て
い
な
い
難
題
で
あ
る
。
容
量
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、
競

争
力
獲
得
の
途
上
に
お
け
る
Ｆ
Ｉ
Ｐ
制
度
（
注
２
）の
活
用
な

ど
を
通
じ
、
安
定
供
給
と
効
率
性
を
両
立
さ
せ
る
方

策
を
模
索
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源

化
に
向
け
た
制
度
見
直
し
と
技
術
開
発
、
安
全
性
を

大
前
提
と
す
る
原
子
力
の
継
続
的
活
用
に
向
け
た
着

実
な
再
稼
働
、
運
転
期
間
延
長
、
リ
プ
レ
ー
ス
・
新

増
設
の
実
施
、
火
力
の
脱
炭
素
化
追
求
と
円
滑
な
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題
は

多
い
。

　

電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
し
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
強
靭
化
法
に
基
づ
き
、
事
業
者
の
投
資
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
確
保
と
国
民
負
担
の
抑
制
の
両
立
を
図
る
新
た

な
料
金
制
度
が
導
入
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

制
度
の
詳
細
設
計
が
着
実
に
進
む
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
高
度
経
済
成
長
期
に
重
点
的
に
整
備
さ
れ
高

経
年
化
が
進
む
設
備
の
更
新
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
拡
大
へ
の
対
応
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
と
い
っ

た
次
世
代
化
を
並
行
し
て
、
か
つ
効
率
的
に
進
め
る
こ

と
が
出
来
る
制
度
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
事
業
環
境
整
備
が
着
実
に
図
ら
れ
る
中

で
、
脱
炭
素
化
・
分
散
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
新
し

い
電
力
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
、
新
た
な
時
代
に
相
応

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
が
図
ら
れ
る
こ
と
を

大
い
に
期
待
し
た
い
。
経
済
界
と
し
て
も
、
本
提
言

で
掲
げ
た
電
力
改
革
の
推
進
と
と
も
に
、
産
業
、
運

輸
、
民
生
も
含
む
社
会
全
体
で
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
べ
く
、
不
退
転
の
決
意

で
取
り
組
む
。

等
も
含
め
電
力
需
要
が
拡
大
す
る
見
通
し
が
立
つ
こ

と
は
、
電
力
関
連
事
業
へ
の
投
資
意
欲
を
高
め
、
電

力
の
脱
炭
素
化
を
加
速
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
。

将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
環
境
整
備

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る
電
力
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
事
業
環
境
整
備
と
し
て
、
極

め
て
重
要
な
の
が
電
源
新
設
投
資
の
促
進
で
あ
る
。

脱
炭
素
電
源
の
活
用
が
拡
大
す
る
よ
う
、
電
源
の
新

陳
代
謝
を
促
す
こ
と
が
不
可
欠
だ
が
、
現
在
の
市
場

環
境
で
は
発
電
事
業
者
が
投
資
回
収
を
見
通
す
こ
と

は
難
し
い
。
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
制
度
的
補
助
の

も
と
で
拡
大
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
市
況
を

押
し
下
げ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
電
力
卸
取
引

の
ス
ポ
ッ
ト
市
場
価
格
は
下
落
傾
向
に
あ
る
。
こ
う

し
た
中
、
市
場
価
格
の
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
や
大
規
模

な
資
金
調
達
の
必
要
性
を
踏
ま
え
れ
ば
、
計
画
段
階

に
お
け
る
電
力
価
格
の
前
提
は
さ
ら
に
保
守
的
に
見

積
も
ら
ざ
る
を
得
ず
、
電
源
建
設
の
た
め
の
投
資
を

決
断
す
る
に
あ
た
っ
て
の
ハ
ー
ド
ル
は
非
常
に
高
く

な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
提
言
で
は
、
実
際
に
発
電
し
た
電
力
量

（
kWh
）で
は
な
く
、
発
電
す
る
こ
と
が
出
来
る
能
力

（
kW
）に
基
づ
い
て
収
入
が
得
ら
れ
る
容
量
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
拡
充
を
提
案
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
現
在

は
４
年
後
の
１
年
間
の
容
量
収
入
だ
け
を
保
証
す
る

容
量
市
場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
新
設
電
源
に
つ

い
て
、
例
え
ば
火
力
で
あ
れ
ば
10
年
程
度
先
の
時
点

か
ら
15
年
間
程
度
な
ど
、
電
源
建
設
の
リ
ー
ド
タ
イ

ム
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
運
転
期
間
を
勘
案
し
た
一

定
の
長
期
間
に
わ
た
る
容
量
収
入
確
保
を
認
め
る
仕

組
み
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

図表　近年のスポット市場価格の動向

2018年平均
（10.5円/kWh）

2019年平均
（8.4円/kWh）

2020年平均
（6.4円/kWh）

参考：
2020年2月
～2021年1月
（11.1円/kWh）

7日間移動平均
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出所：日本卸電力取引所 取引情報を基に作成
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